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SPECIAL
特
集

環
境
へ
の
お
陰
様
・
あ
り
が
と
う
の

 

気
持
ち
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
で
す
ね

Ｑ　
「
エ
コ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
く
ろ
せ
」
発
足

の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

西
濱
会
長　

一
般
財
団
法
人
広
島
県

環
境
保
健
協
会
の
研
修
に
参
加
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
暮
ら
し
と

い
う
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
環
境
問

題
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

平
成
18
年
3
月
22
日
に
「
エ
コ
Ｉ
Ｎ
Ｎ

く
ろ
せ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
意
味

は
、「
エ
コ
が
黒
瀬
に
宿
る
」
で
す
。

Ｑ　
「
エ
コ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
く
ろ
せ
」
と
し

て
特
徴
の
あ
る
活
動
は
何
で
す
か
。

西
濱
会
長　

最
初
の
活
動
は
、「
自

転
車
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
行
動
デ
ー
」
で

し
た
。
10
人
ず
つ
の
班
を
3
グ
ル
ー

プ
つ
く
り
、
自
転
車
に
幟の
ぼ
りを
立
て
て

町
内
を
回
り
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、

身
近
な
買
い
物
く
ら
い
、
車
を
使
わ

な
い
で
自
転
車
で
行
こ
う
と
い
う
こ

と
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

今
も
続
い
て
い
ま
す
。

小
原
事
務
局
長　
※
も
み
殻が
ら
ク
ン
炭た
ん

作
り
も
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

も
み
す
り
後
の
も
み
殻
の
始
末
に
苦

労
し
て
い
た
の
で
す
が
、
広
島
大
学

の
安
藤
忠
男
先
生
と
の
出
会
い
か

ら
、
こ
れ
を
炭
に
し
て
土
に
還
元
し
、

Ｃ
Ｏ
2
削
減
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
し
た
た
め
で
す
。
燻く
ん
炭
機
も

既
製
品
で
は
な
く
、
工
夫
し
て
鉄
工

所
に
製
作
を
お
願
い
し
、
経
費
を
抑

え
て
い
ま
す
。（
令
和
3
年
度
の
実

績
は
下
欄
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

新
田
監
査　

地
元
の
小
学
生
と
自
然

観
察
を
行
う
「
保や
す
み
つ
が
わ

光
川
ハ
ウ
マ
ッ

チ
」
の
取
組
み
も
面
白
い
と
思
い
ま

す
。
初
め
に
、
広
島
大
学
の
学
生
さ

ん
た
ち
か
ら
川
に
住
む
生
き
物
や
環

北林議員、牛尾議員が聴く

身近な取組みから
環境問題を考える

表紙写真／話をお聴きした皆さん

　広島中央エコパークが本格稼働に入りま
した。この施設は、廃棄物を1,800℃の高
温で溶かすことから、焼却灰が出ない環境
に配慮した施設です。今回、身近なところ
から環境問題に取り組まれている「エコI

イ ン
NN 

くろせ」の皆さんにお話を伺いました。

エコINNくろせ
会長　
西濱　忠孝さん

エコINNくろせ
監査　
新田　博海さん

エコINNくろせ
事務局長　
小原　義昭さん

プロフィール

※もみ殻クン炭作りの実績（令和３年度）　　  参加者が８名、製作量が2,172㎏であり、CO2削減
量に換算すると2,650㎏になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 なお、ガソリンに換算すると1,152リットルです。
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境
の
話
を
聞
い
て
、
身
近
な
小
川
を

観
察
す
る
。
元
の
会
場
に
帰
る
時
は
、

空
き
缶
や
ご
み
を
拾
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
も
好
評
で
す
よ
。

西
濱
会
長　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

麦
を
植
え
て
、麦
踏
み
を
や
り
、そ
の

麦
を
刈
り
取
り
、石
う
す
で
挽
い
て

粉
に
し
ま
す
。
そ
の
粉
を
練
っ
て
パ

ン
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
を
焼
く
、「
エ

コ
ク
ッ
キ
ン
グ
」で
地
産
地
消
の
大
切

さ
を
学
び
ま
す
。
麦
藁
は
捨
て
る
の

で
は
な
く
、蛍
か
ご
の
材
料
に
な
り

ま
す
。蛍
か
ご
作
り
は
、東
広
島
市
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
で
実
演
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

行
政
に
知
っ
て
お
い
て
欲
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

小
原
事
務
局
長　

活
動
す
る
た
め
の

道
具
や
書
類
を
置
く
場
所
が
な
く
、

今
は
自
宅
に
置
い
て
い
ま
す
が
、
苦

労
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
事
業
開

始
の
道
具
を
揃
え
る
た
め
の
補
助
金

は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
道
具
を
修
理

す
る
こ
と
に
は
補
助
が
あ
り
ま
せ
ん
。

燻く
ん

炭
機
購
入
補
助
は
最
初
1
回
だ

け
あ
り
ま
し
た
が
、
火
を
使
う
の
で

数
年
使
う
と
穴
が
開
い
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
修
理
費
用
は
自

分
持
ち
で
す
。
行
政
の
助
け
が
あ
る

と
あ
り
が
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ　

今
後
取
り
組
ん
で
い
く
課
題
や

活
動
を
通
じ
て
の
気
付
き
は
あ
り
ま

す
か
。

小
原
事
務
局
長　

食
品
ロ
ス
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
や
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
会
員
さ
ん

が
入
っ
て
来
ら
れ
れ
ば
、
新
た
な

テ
ー
マ
で
の
取
組
み
も
可
能
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

新
田
監
査　

会
員
を
増
や
し
て
い
き

た
い
の
で
す
が
、
定
年
延
長
の
影
響
か

ら
か
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加
す
る

と
い
う
熱
意
が
年
々
下
が
っ
て
き
て
い

る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
社
会
活
動

を
行
う
上
で
の
課
題
で
す
ね
。

西
濱
会
長　

こ
う
し
て
長
い
間
、
活

動
が
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
毎
月

第
1
水
曜
日
を
定
例
会
と
定
め
、
課

題
検
討
や
活
動
報
告
、
そ
し
て
新
た

な
計
画
を
練
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ

て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
活

動
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
新
規

の
会
員
さ
ん
が
も
っ
と
増
え
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

①　取材風景
②　自転車キャラバン隊
③　もみ殻クン炭作り
④　保光川ハウマッチ
⑤　エコクッキング
⑥　蛍かご作り

❶

❷

❸

❹ ❺ ❻
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令和３年第３回臨時会　議案の概要

第３回臨時会
（会期：令和３年11月19日）

議決した案件
議案の内訳
●予算案・・・１件

（●賛成多数可決…１件）

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 創生会 清新の会 創志会 公明党 令和会 市民クラブ
日
本
共
産
党

真
政
倶
楽
部

広
友
会

龍
馬
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

議員名

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

坪
井　

浩
一

加
藤　

祥
一

山
下　
　

守

牧
尾　

良
二

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

池
田　

隆
興

岡
田　

育
三

大
道　

博
夫

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

坂
元
百
合
子

加
根　

佳
基

竹
川　

秀
明

鈴
木　

英
士

牛
尾　

容
子

田
坂　

武
文

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

鈴
木　

利
宏

谷　
　

晴
美

宮
川　

誠
子

上
田　
　

廣

重
光　

秋
治

石
原　

賢
治

議案第126号 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席
※表決が分かれた議案名　議案第126号　令和３年度東広島市一般会計補正予算（第６号）

そ
れ
以
外
の
方
が
4
月
以
降
と
な
り
、

そ
の
前
に
接
種
券
を
お
送
り
す
る
予

定
で
あ
る
。

Ｑ 　

今
回
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

30
％
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
経
済
効

果
は
ど
の
程
度
か
。

Ａ　

約
25
億
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

本
会
議
で
の
討
論

反 

対　

燃
料
が
高
騰
す
る
中
、
米
を

作
っ
て
も
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な
い
と

悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
る
農
家
へ
の
直

接
的
な
支
援
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る

今
、
と
て
も
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

補
正
予
算
の
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

3
回
目
の
接
種
に
要
す
る
経
費
、
事
業

者
支
援
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

更
な
る
利
用
促
進
策
と
し
て
、
第
3
弾

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
30
パ
ー
セ
ン

ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
要
す

る
経
費
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
方
へ
の
対
応

は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

Ａ 　

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
方
に
つ
い
て

も
、
今
後
も
接
種
で
き
る
よ
う
、
3

回
目
接
種
と
並
行
し
て
進
め
る
。

Ｑ 　

ワ
ク
チ
ン
の
3
回
目
接
種
が
始
ま

る
時
期
は
い
つ
頃
か
。

Ａ 　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
2
月
以
降
、

〈
議
案
第
126
号
〉

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
6
号
）
を
可
決

議案書、提出議
案説明書など、
本会議資料は、
こ ち ら のQR
コードからご
覧いただけます。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
に
必
要
な
予
算
と
し
て
、
総
額
に 

7
億
5
9
0
万
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
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令和３年第４回定例会　議案の概要

第４回定例会
（会期：令和３年11月29日～12月16日）

議決した案件
内訳

●条例案…15件　●予算案…９件　●同意案…１件　●その他…30件　　●議長発議…２件
（●全会一致可決…54件　●賛成多数可決…３件）

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 創生会 清新の会 創志会 公明党 令和会 市民クラブ
日
本
共
産
党

真
政
倶
楽
部

広
友
会

龍
馬
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

議員名

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

坪
井　

浩
一

加
藤　

祥
一

山
下　
　

守

牧
尾　

良
二

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

池
田　

隆
興

岡
田　

育
三

大
道　

博
夫

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

坂
元
百
合
子

加
根　

佳
基

竹
川　

秀
明

鈴
木　

英
士

牛
尾　

容
子

田
坂　

武
文

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

鈴
木　

利
宏

谷　
　

晴
美

宮
川　

誠
子

上
田　
　

廣

重
光　

秋
治

石
原　

賢
治

議案第127号（11月29日議決）○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第174号（12月16日議決）○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案第181号（12月16日議決）○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席　　※加藤祥一議員は12月２日に逝去されました。
表決が分かれた議案名　議案第127号　令和３年度東広島市一般会計補正予算（第７号）
　　　　　　　　　　　議案第174号　令和３年度東広島市一般会計補正予算（第８号）
　　　　　　　　　　　議案第181号　令和３年度東広島市一般会計補正予算（第９号）

の
基
本
目
標
と
し
て
、
計
画
期
間
最

終
年
度
の
人
口
目
標
を
定
め
た
が
、

現
状
を
維
持
す
る
こ
と
も
難
し
い
状

況
で
あ
る
。
計
画
に
基
づ
き
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
減
少
率
の
緩
和

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ 　

過
疎
地
域
に
お
い
て
は
、
全
市
域

を
対
象
と
し
た
事
業
を
推
進
し
つ
つ
、

あ
わ
せ
て
過
疎
債
を
活
用
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
特
化
し
た
事
業
を
実

施
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。
ま
た
、
今
後
の
姿
勢
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

Ａ 　

過
疎
地
域
に
お
け
る
特
有
の
課
題

に
対
し
て
必
要
と
す
る
事
業
を
本
計

画
に
位
置
付
け
、過
疎
地
域
の
集
落
の

維
持
に
向
け
、
適
切
な
施
策
を
実
施

し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
で
臨
ん
で
い
く
。

◎
計
画
の
概
要

○
策
定
の
理
由

　

  　

福
富
町
、
豊
栄
町
及
び
河
内
町
の

区
域
は
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
、
本

市
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
一
部
過
疎
」

と
し
て
旧
過
疎
法
が
適
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
令
和
3
年
4
月
に
新
過
疎

法
が
施
行
さ
れ
、
一
部
過
疎
の
要
件

が
見
直
し
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本

市
で
は
非
過
疎
、
い
わ
ゆ
る
「
卒
業

団
体
」
と
な
っ
た
も
の
の
、
激
変
緩

和
の
た
め
6
年
間
の
経
過
措
置
期
間

が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
経

過
措
置
期
間
に
お
け
る
地
域
の
持
続

的
な
発
展
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

本
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
推
進
に

よ
り
、過
疎
に
歯
止
め
は
か
か
る
の
か
。

Ａ 　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
た
め

〈
議
案
第
129
号
〉

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
策
定

議案書、提出議
案説明書など、
本会議資料は、
こ ち ら のQR
コードからご
覧いただけます。
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令和３年第４回定例会　議案の概要

　

受
動
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る
施
策
に

関
し
基
本
理
念
を
定
め
、
市
、
市
民
等
、

事
業
者
及
び
施
設
管
理
者
の
責
務
や
受

動
喫
煙
防
止
区
域
の
指
定
と
喫
煙
の
制

限
、
指
導
等
を
定
め
た
も
の
で
す
。

○
基
本
理
念

　

  　

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
悪
影

響
に
関
す
る
市
民
等
の
理
解
と
関
心

を
深
め
つ
つ
、
子
ど
も
、
妊
産
婦
等

の
受
動
喫
煙
に
よ
り
健
康
を
損
な
う

お
そ
れ
が
高
い
方
に
係
る
も
の
が
重

要
と
の
認
識
の
下
に
受
動
喫
煙
の
防

止
に
関
す
る
施
策
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

○
受
動
喫
煙
防
止
区
域

　

  　

東
広
島
市
ポ
イ
捨
て
等
防
止
に
関

す
る
条
例
第
7
条
の
規
定
に
よ
る

環
境
美
化
強
化
地
域
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

○
施
行
期
日　

令
和
4
年
4
月
1
日

〈
議
案
第
161
号
〉

東
広
島
市
受
動
喫
煙

防
止
に
関
す
る
条
例

を
制
定

加
藤
祥
一
議
員

逝
去
の
お
知
ら
せ

〈
議
案
第
127
号
〉〈
議
案
第
181
号
〉

令
和
3
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
7
号

及
び
第
9
号
）を
可
決

新
副
議
長
決
ま
る

　

子
育
て
世
帯
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給

付
金
の
給
付
に
必
要
な
経
費
と
し
て
17

億
2
7
0
0
万
円
（
第
7
号
）
及
び
44

億
4
3
6
0
万
円
（
第
9
号
）
を
追
加

す
る
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
内
容

　

・ 

所
得
制
限
を
超
え
て
い
る
場
合
を

除
き
、
平
成
15
年
4
月
2
日
か
ら

令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
児
童
一
人
当
た
り
10
万
円
を

一
括
給
付
（
第
7
号
で
5
万
円
を

措
置
。
そ
の
後
、
国
が
見
解
を
表

明
し
た
こ
と
か
ら
第
9
号
で
5
万

円
を
措
置
。）。

　

・ 

住
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
非
課
税

世
帯
と
同
程
度
ま
で
収
入
が
減
少

し
た
「
家
計
急
変
世
帯
」
に
対
し
、

一
世
帯
当
た
り
10
万
円
を
給
付

（
第
9
号
）。

　

加
藤
祥
一
副
議
長
（
当
時
）
は
令
和

3
年
8
月
20
日
以
降
、
議
会
を
欠
席
し

て
病
気
療
養
に
専
念
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
が
、
11
月
17
日
付
け
で
副
議
長
の
辞

職
願
が
議
長
に
提
出
さ
れ
、
許
可
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
容
体
が
悪
化
し
、
12
月
2

日
に
、
69
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
議
員
は
、
副
議
長
、
建
設
常
任

委
員
会
委
員
長
、
決
算
特
別
委
員
会
副

委
員
長
、
監
査
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

本
市
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

　

加
藤
祥
一
議
員
の
副
議
長
辞
職
に
伴

い
、
令
和
3
年
第
3
回
臨
時
会
（
会
期

11
月
19
日
）
に
お
い
て
副
議
長
選
挙
が

行
わ
れ
、
坪
井
浩
一
議
員
が
副
議
長
に

当
選
し
ま
し
た
。

副議長　坪井　浩一
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一 般 質 問

※フレイル　　加齢によって運動機能や認知機能といった心身の活力が低下した状態のこと。

※中山間地域　　平地から山間地にかけての、傾斜地が多く、まとまった平坦な耕地が少ない農業に不利な地域。
　農村ＲＭＯ（農村地域づくり事業体）　　農地保全や買い物、子育てなど地域ぐるみで総合的な事業展開を行う組織。

未
来
に
繋
が
る
持
続
可
能

な
公
共
施
設
を
目
指
し
て

質　

問

　

集
約
化
等
に
よ
っ
て
、
本
来
の
目
的

以
外
の
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る

小
・
中
学
校
等
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、

対
象
施
設
の
現
状
や
活
用
の
方
向
性
な

ど
を
問
い
、
活
用
策
の
一
つ
と
し
て
本

市
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
化
な
ど
を

提
案
す
る
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

小
・
中
学
校
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ら
の
施
設
の
土
地
・
建
物
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
資
産
も
最
大
限
活

用
し
な
が
ら
施
設
配
置
の
最
適
化
を
目

指
し
て
い
る
。
提
案
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ

の
拠
点
化
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
検
討

す
る
。

本
市
の
※
中
山
間
地
域
の

農
業
・
生
活
を
守
れ
！

質　

問

　

中
山
間
地
域
で
は
、
人
口
減
少
や
担

い
手
不
足
に
よ
る
農
業
の
衰
退
に
加
え

て
、
集
落
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱

体
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
実

態
や
農
水
省
が
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い

る
※
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
形
成
に
つ
い
て
、
認

識
と
方
向
性
を
問
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

本
市
の
中
山
間
地
域
で
も
、
人
口
減

少
や
農
家
の
後
継
者
不
足
な
ど
で
、
農

業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
生
活
機
能
の
維

持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

課
題
に
対
し
、
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
形
成
推

進
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
先
進
事
例
を
参
考
に
進
め
る
。

保
健
師
の
増
員
、
健
康
づ
く
り

事
業
に
不
可
欠
で
す

質　

問

　

本
市
の
健
康
づ
く
り
事
業
は
、
現
役

世
代
で
は
元
気
す
こ
や
か
健
診
、
そ
の

後
は
※
フ
レ
イ
ル
予
防
に
重
点
を
置
い

て
い
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
保
健
師
の

果
た
す
役
割
は
大
き
い
が
、
現
在
、
保

健
師
は
本
庁
に
集
約
さ
れ
、
市
内
全
域

へ
の
事
業
効
果
に
疑
問
が
残
る
。
県
内

他
市
と
比
較
し
た
保
健
師
配
置
割
合
及

び
現
状
に
対
す
る
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
の
保
健
師
配
置
は
人
口
1
万
人

当
た
り
2.2
人
で
、
県
内
14
市
の
中
で
少

な
い
方
か
ら
4
番
目
で
あ
り
、
県
内
平

均
の
3.9
人
よ
り
も
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

組
織
内
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
き
め
細

や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
支
援
体
制

を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

選
挙
は
期
日
前
投
票
の

充
実
を
め
ざ
す
べ
き
で
は

質　

問

　

選
挙
の
投
票
率
向
上
が
叫
ば
れ
て
い

る
が
、
広
報
、
期
日
前
投
票
、
当
日
投

票
に
つ
い
て
、
様
々
な
工
夫
を
加
え
、

事
業
精
査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
特
に

期
日
前
投
票
は
、
開
設
時
間
を
市
内
一

律
に
す
べ
き
と
考
え
る
。
当
日
投
票
の

開
設
時
間
の
繰
り
上
げ
、
高
齢
者
等
の

投
票
所
へ
の
交
通
手
段
の
確
保
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
川
﨑
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　

期
日
前
投
票
所
環
境
の
拡
充
を
行
う

と
と
と
も
に
、
投
票
時
間
の
繰
り
上
げ

や
交
通
手
段
の
確
保
も
検
討
す
る
。

一 般 質 問

北
きたばやし

林　光
みつあき

昭
（清新の会）

質問した項目
■東広島市の健康づくり事業に
ついて

■選挙実施上の課題について

一般質問の
動画はコチラ

奥
お く や

谷　求
もとむ

（創志会）

質問した項目
■続・脱炭素社会の実現に向け
て！

■甦れ　地域の拠点、未来につ
ながる持続可能な公共施設を
目指して

■中山間地域の農業・生活を守
れ！

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※卒ＦＩＴ　　  太陽光発電や風力発電、水力発電といった再生可能エネルギーの固定価格買取制度（FIT制度）の買取期間（10年間）
が満了すること。

※カーボンニュートラル　　  二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から、植林、森林管理などによる「吸収量」を差
し引いて、合計を実質的にゼロにすること。

大
手
企
業
と
連
携
、
生
活

価
値
創
造
の
ま
ち
を
実
現

質　

問

　

総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
「
暮
ら
し

輝
き
笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
活
価
値
創
造
の

ま
ち
」
と
は
何
か
。
具
体
的
施
策
を
問

う
。
5
年
前
に
始
ま
っ
た
産
官
学
連
携

の
豊
栄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
古
民
家

再
生
に
よ
り
交
流
拠
点「
豊
栄
く
ら
す
」

を
作
り
、
農
業
の
ス
マ
ー
ト
化
や
農
地

の
集
約
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
教
育
分

野
で
は
賀
茂
北
高
校
に
稲
葉
塾
を
開
設
、

学
力
向
上
だ
け
で
な
く
、
地
域
づ
く
り

の
新
た
な
芽
を
育
て
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
地
域
づ
く
り
が
、「
新
た
な
生
活

価
値
創
造
の
ま
ち
」
だ
と
考
え
る
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

豊
栄
地
域
の
取
組
み
も
参
考
に
、
豊

か
な
自
然
環
境
の
中
山
間
地
に
お
い
て
、

大
手
企
業
と
連
携
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
に

よ
り
、
循
環
型
経
済
の
確
立
に
取
り
組

む
こ
と
で
地
域
活
性
化
を
図
る
。

福
富
町
活
性
化
の
起
爆
剤

先
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

質　

問

　

①
こ
の
取
組
み
は
ど
こ
で
行
う
の
か
。

　

②
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循

環
型
経
済
）
に
つ
い
て
詳
細
を
問
う
。

答　

弁
／
福
光
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

①
自
然
豊
か
で
道
の
駅
を
有
し
、
移

住
者
も
多
い
福
富
町
で
先
行
す
る
。

　

②
地
域
と
企
業
等
で
組
織
を
つ
く

る
。
起
点
と
し
て
、
大
手
企
業
連
携
で

※
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
出
、
電

気
自
動
車
を
利
活
用
す
る
。
そ
の
利
益

を
使
い
地
域
振
興
策
に
繋
げ
て
い
く
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

令
和
2
年
2
月
に
設
立
し
た
東
広
島

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
で
は
、

本
市
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
購
入
し
、
市
有
施
設
へ
供
給
・
売
電

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現
時
点

で
市
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
購

入
率
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
弓
場
生
活
環
境
部
長

　

市
内
の
※
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
力
等
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
購
入
率
に
つ
い
て
は
、

市
有
施
設
の
売
電
規
模
が
小
さ
く
、
市

内
の
太
陽
光
発
電
を
購
入
す
る
に
至
っ

て
い
な
か
っ
た
。
今
後
、
で
き
る
限
り

早
期
に
購
入
で
き
る
よ
う
、
関
係
者
と

協
議
、
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

安
全
で
円
滑
な
生
活
交
通

の
充
実
及
び
実
現

質　

問

　

広
島
大
学
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
今

春
か
ら
、
広
島
大
学
や
大
手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
等
が
連
携
し
、
大
学
構
内
で

自
動
運
転
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
す

る
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

の
実
証
実
験
で
ど
の
よ
う
な
成
果
が
得

ら
れ
た
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
惣
引
地
域
振
興
部
長

　

実
験
の
成
果
と
し
て
、
総
走
行
距
離

5
5
8
3
キ
ロ
、
延
べ
1
0
9
7
人
の

移
動
を
無
事
故
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
、
技
術
面
だ
け
で
な
く
、
潜
在

的
な
危
険
性
や
有
害
性
の
除
去
・
低
減

等
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
お
い
て

も
、
乗
務
員
教
育
や
関
係
規
程
の
整
備

等
を
行
っ
て
い
る
。

一 般 質 問

玉
たまがわ

川　雅
まさひこ

彦
（創志会）

質問した項目
■東広島市環境先進都市ビジョ
ン行動計画について

■安全で円滑な生活交通の充実
について

一般質問の
動画はコチラ

重
しげもり

森　佳
か よ こ

代子
（清新の会）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画の実
現について

■観光地域づくり（DMO）に
ついて

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※ＳＮＳ　　  ソーシャル・ネットワーキング・サービス（Social Networking Service）の略で、登録された利用者同士が交流でき
るWebサイトの会員制サービスのこと。

子
ど
も
た
ち
へ

哲
学
教
育
を
！

質　

問

　

早
い
段
階
か
ら
哲
学
的
な
考
え
方
に

触
れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
発
達
に
お

い
て
思
考
力
や
対
話
力
を
伸
ば
す
う
え

で
有
効
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
本
市
の
認
識
と
指
導
法
を
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

道
徳
教
育
を
推
進
す
る
中
で
、
哲
学

的
な
思
考
と
対
話
な
ど
の
手
法
を
取
り

入
れ
る
こ
と
は
、
有
効
な
指
導
方
法
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
市
で

は
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視

点
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
な
ど
の
育
成
を
行
っ
て

お
り
、
哲
学
教
育
へ
の
可
能
性
は
「
考

え
、
議
論
す
る
」
道
徳
の
中
で
育
成
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

い
じ
め
へ
の
対
応
は

で
き
て
い
る
か
？

質　

問

　

い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
面

談
に
つ
い
て
、
本
市
で
の
実
施
状
況
を

伺
う
。
ま
た
、
※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
い
じ

め
は
、
自
殺
者
が
出
る
な
ど
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
認
識

と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
学
校
の
実
態
に
応
じ

て
、
年
間
2
回
か
ら
3
回
以
上
、
面
談

は
全
小
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
内
の
い
じ
め
は
ア
ン
ケ
ー
ト
、

本
人
や
保
護
者
か
ら
の
訴
え
、
教
職
員

に
よ
る
見
守
り
や
声
か
け
な
ど
幅
広
い

取
組
み
が
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
迅

速
に
対
処
す
る
。

本
市
の
公
共
交
通
に

関
す
る
施
策
に
つ
い
て

質　

問

　

①
公
共
交
通
の
充
実
に
は
、
採
算
性

や
費
用
対
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
市
民

の
便
益
向
上
を
目
指
し
て
作
り
上
げ
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　

②
各
地
域
で
公
共
交
通
空
白
地
域
解

消
に
向
け
た
協
議
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

真
に
必
要
な
方
の
声
を
聴
き
、
一
つ
の

形
に
ま
と
め
あ
げ
る
過
程
に
お
け
る
課

題
は
何
か
。

　

③
地
域
拠
点
で
の
交
通
結
節
点
建
設

が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
運
行
内
容
の
協

議
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

④
地
域
の
公
共
交
通
再
生
に
は
社
会

全
般
に
わ
た
る
息
の
長
い
取
組
み
が
求

め
ら
れ
る
た
め
、
担
当
部
署
に
固
定
し

た
人
事
配
置
が
求
め
ら
れ
る
部
分
も
あ

る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
で
あ
る
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

惣
引
地
域
振
興
部
長

　

①
真
の
意
味
で
「
公
助
」
の
在
り
方

が
問
わ
れ
る
と
考
え
、
環
境
負
荷
軽
減

及
び
高
齢
者
の
外
出
機
会
の
創
出
等
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
多
面
的
な
便
益

や
効
果
を
求
め
て
い
く
。

　

②
持
続
可
能
な
生
活
交
通
と
し
て
、

「
守
り
」「
育
て
」「
支
え
る
」
取
組
み

を
前
提
に
、
不
断
の
声
掛
け
に
よ
る
認

識
共
有
が
課
題
と
考
え
る
。

　

③
交
通
結
節
点
を
核
と
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
に
向
け
、
各
交
通
事
業

者
の
経
営
資
源
を
ど
う
最
適
配
分
す
る

か
、
検
討
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

④
管
理
職
に
つ
い
て
は
本
人
の
能
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
計
画
的
に
配
置
し

て
い
る
。
公
共
交
通
推
進
の
た
め
に
は
、

分
野
横
断
的
な
視
野
と
専
門
性
を
勘
案

し
な
が
ら
配
置
し
て
い
く
。

一 般 質 問

景
かげやま

山　浩
ひろし

（市民クラブ）

質問した項目
■本市公共交通に関する施策に
ついて

一般質問の
動画はコチラ

重
しげみつ

光　秋
と き じ

治
（龍馬会）

質問した項目
■学校教育について
■環境行政について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※求職者支援制度　　  求職者が月10万円の生活支援の給付金を受給しながら無料の職業訓練を受講する制度で、ハローワークが訓練
開始前から終了後まで求職活動をサポートする。

日
本
政
府
は
核
兵
器
禁
止

条
約
に
署
名
批
准
せ
よ
！

質　

問

　

平
和
活
動
団
体
の
署
名
活
動
に
、
市

は
積
極
的
に
関
わ
り
、
日
本
政
府
に
条

約
へ
の
署
名
・
批
准
を
求
め
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
市
の
認
識
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
は
、「
平
和
・
非
核
兵
器
都
市

東
広
島
市
宣
言
」
を
行
っ
て
お
り
、
署

名
・
批
准
を
求
め
る
要
請
書
等
を
政
府

に
提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
人
一
人
の
署
名
が
、
や
が
て
大
き

な
潮
流
と
な
っ
て
世
界
を
動
か
す
成
果

へ
と
繋
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
関
係
団
体
と
の
緊
密
な
連

携
を
図
り
つ
つ
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世

界
の
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
た
取
組

み
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

年
末
に
む
け
た
暮
ら
し
と

営
業
の
支
援
を

質　

問

　

米
価
の
下
落
に
対
し
、
岡
山
県
内
の

自
治
体
で
は
独
自
の
支
援
策
を
実
施
し

て
い
る
。
本
市
で
も
同
様
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

農
業
収
入
保
険
へ
の
加
入
に
対
す
る

補
助
制
度
を
創
設
し
、
米
価
の
下
落
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
、

様
々
な
要
因
に
よ
る
農
業
収
入
の
減
少

を
広
く
補
填
で
き
る
制
度
を
普
及
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
者
の
支
援
を
行

う
。
ま
た
、
東
広
島
市
産
米
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
促
進
し
、
市
内
外
の
認
知
度
を

高
め
、
高
値
で
の
取
引
に
つ
な
げ
る
な

ど
、
米
農
家
の
所
得
の
向
上
と
安
定
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
育

成
支
援
に
つ
い
て

質　

問

　

政
府
は
今
年
、「
女
性
活
躍
・
男
女

共
同
参
画
の
重
点
方
針
2
0
2
1
」
で
、

女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
支
援
す

る
方
針
を
発
表
し
た
。
背
景
に
は
コ
ロ

ナ
禍
で
女
性
の
就
業
や
生
活
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
重

点
方
針
に
は
、「
地
域
女
性
活
躍
推
進

交
付
金
」
に
よ
る
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
技

能
の
学
び
直
し
や
、
再
就
職
・
転
職
へ

の
支
援
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
本
市
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
「
地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
」
を

活
用
し
て
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
し
、
女

性
の
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
東
広
島
市
雇
用
対
策
協
議
会

を
通
じ
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、

国
の
※
求
職
者
支
援
制
度
の
一
層
の
周

知
を
図
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
支
援
制

度
や
市
の
様
々
な
取
組
み
を
連
動
さ
せ

な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
不
足
の
解
消

や
女
性
の
雇
用
環
境
の
改
善
を
図
り
、

女
性
の
復
職
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

子
宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン

積
極
的
勧
奨
再
開
に
つ
い
て

質　

問

　

令
和
3
年
11
月
、
厚
生
労
働
省
は
子

宮
頸け
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
な

勧
奨
の
再
開
を
自
治
体
に
対
し
て
通
知

し
た
。
そ
こ
で
、
本
市
の
対
応
を
伺
う
。

答　

弁
／
片
岡
こ
ど
も
未
来
部
長

　

接
種
体
制
が
整
い
次
第
、
接
種
の
対

象
と
な
る
小
学
6
年
生
か
ら
高
校
1
年

生
ま
で
の
女
子
全
員
に
個
別
通
知
に
よ

る
勧
奨
を
行
う
。

一 般 質 問

坂
さかもと

元　百
ゆ り こ

合子
（公明党）

質問した項目
■女性のデジタル人材育成支援
について

■子宮頸
けい
がんワクチン積極的勧

奨再開について

一般質問の
動画はコチラ

谷
たに

　晴
は る み

美
（日本共産党）

質問した項目
■平和行政について
■国民健康保険税の負担軽減を
求めることについて

■年末にむけた暮らしと営業の
支援について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※スクールサポートセンター　　  小中学校の要望に応じて、豊富な経験や優れた技能、指導力を有する退職教員等を学校支援者とし
て派遣し、相談・支援活動を実施することにより、教職員が子どもたちと向き合う時間を確保する
とともに、教職員の指導力を向上させ、学校教育力の一層の充実を図るところ。

学
校
教
員
の
教
育
力
向
上

の
た
め
に

質　

問

　

学
校
教
員
が
大
量
に
定
年
退
職
す
る

時
期
を
迎
え
、
経
験
の
浅
い
若
い
教
員

が
増
え
る
が
、
中
堅
教
員
は
少
な
い
状

況
と
な
る
。
本
市
は
、
若
い
教
員
を
指

導
で
き
る
中
堅
教
員
を
適
正
に
配
置
で

き
て
い
る
か
。
指
導
課
に
設
置
さ
れ

た
※
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
れ
ら
の
教
育
課
題
に
対
応
で
き
て
い

る
か
。
将
来
的
に
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
発
展
さ
せ
た
学
校
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
立
を
目
指
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

中
堅
教
員
の
絶
対
数
が
少
な
く
、
学

校
に
よ
っ
て
は
年
齢
構
成
の
偏
り
が
生

じ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
1
名
が

中
心
と
な
り
、
登
録
さ
れ
た
退
職
教
員

を
学
校
に
派
遣
し
て
い
る
が
、
単
発
的

な
支
援
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
く
、
教

育
力
の
向
上
に
至
っ
て
い
な
い
。
学
校

支
援
セ
ン
タ
ー
を
早
急
に
設
置
し
、
機

能
的
に
支
援
を
行
う
体
制
を
整
え
た
い
。

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

質　

問

　

跡
地
活
用
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
つ

い
て
、「
自
由
度
の
高
い
空
間
＝
広
場
」

と
し
て
整
備
す
る
方
針
で
あ
る
。

　

整
備
を
検
討
し
て
い
た
公
共
機
能
は

市
役
所
本
庁
舎
北
側
の
敷
地
を
活
用
し

て
整
備
す
る
方
針
で
あ
る
。

環
境
名
目
の
経
済
戦
争
で

狙
わ
れ
る
自
動
車
産
業

質　

問

　

政
府
は
脱
炭
素
で
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
推
進
の
た
め
に
、
2035
年
に
は
ガ
ソ

リ
ン
車
の
新
車
販
売
を
禁
止
す
る
と
表

明
し
た
が
、
Ｅ
Ｖ
は
本
当
に
ク
リ
ー
ン

な
の
か
？
バ
ッ
テ
リ
ー
の
製
造
過
程
で

Ｃ
Ｏ
2
を
排
出
す
る
Ｅ
Ｖ
と
ガ
ソ
リ
ン

車
と
で
は
10
万
キ
ロ
走
っ
て
排
出
量
が

ト
ン
ト
ン
で
あ
り
、
本
当
は
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
の
方
が
ク
リ
ー
ン
だ
。
自
工
会

会
長
の
豊
田
氏
は
、「
日
本
の
400
万
台

の
車
を
全
部
Ｅ
Ｖ
に
し
た
ら
新
規
の
原

発
が
10
基
必
要
に
な
る
」
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

バ
ッ
テ
リ
ー
の
原
材
料
を
押
さ
え
て

い
る
の
は
中
国
で
、
Ｅ
Ｖ
を
推
進
す
れ

ば
自
動
車
産
業
が
中
国
化
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
中
国
も
Ｅ
Ｕ
も
エ
ン
ジ
ン

の
技
術
が
日
本
に
適
わ
な
い
か
ら
作
り

や
す
い
Ｅ
Ｖ
に
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
し
よ

う
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
環
境
問

題
を
口
実
に
し
て
い
る
が
こ
れ
は
経
済

戦
争
だ
。
所
感
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

自
動
車
産
業
は
、
日
本
の
も
の
づ
く

り
を
牽
引
す
る
産
業
で
あ
る
と
と
も
に
、

本
市
に
と
っ
て
も
経
済
を
牽
引
す
る
基

幹
産
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
地

元
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
効
率
的
な
内
燃

系
の
エ
ン
ジ
ン
を
製
造
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
技
術
力
は
重
要
な
資
産
だ
。
脱
炭

素
の
取
組
み
は
、
こ
れ
ら
技
術
を
活
用

さ
れ
、
Ｅ
Ｖ
の
み
な
ら
ず
、
水
素
エ
ン

ジ
ン
、
バ
イ
オ
燃
料
な
ど
様
々
な
技
術

開
発
に
つ
な
げ
て
い
か
れ
る
と
期
待
し

て
い
る
。

一 般 質 問

宮
みやかわ

川　誠
や す こ

子
（真政倶楽部）

質問した項目
■環境問題に名を借りた経済戦
争で破壊されていく日本のも
のづくり

一般質問の
動画はコチラ

貞
さだいわ

岩　敬
たかし

（清新の会）

質問した項目
■学校教育について
■中央生涯学習センター跡地の
活用について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※スマートシティ　　  最先端技術の活用により、都市や地域の機能やサービスを効率化・高度化し、生活の利便性や快適性を向上さ
せるとともに、人々が安心・安全に暮らせるまち。

　市民ポータルサイト　　インターネットにより市民と市役所や学校をつなぐ新たな行政サービスの窓口。

※
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想

に
つ
い
て

質　

問

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
築
の
た
め
に
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
基
礎
と
し
て
先
行
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
5
分
野
で
展
開
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
を
問
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　
　
　
　

國
廣
学
校
教
育
部
長

　

127
の
行
政
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化

で
き
た
。
移
動
手
段
は
、
広
島
大
学
で

の
実
証
実
験
を
実
地
域
へ
展
開
し
、
将

来
的
に
は
生
活
と
移
動
を
支
え
る
モ
ビ

リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
目
指
す
。

子
育
て
は
※
市
民
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

学
校
行
事
等
の
情
報
を
展
開
し
て
い
る
。

教
育
分
野
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
様
々
な
実
践
的
な
授
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
取
組
み
状
況
に
差
が
あ
る
た
め

教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

る
。
医
療
分
野
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

予
約
に
つ
い
て
ウ
ェ
ブ
予
約
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
。

産
業
構
造
の
課
題
に
つ
い

て質　

問

　

現
在
の
産
業
構
造
の
課
題
に
つ
い
て

問
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て

お
り
、
一
つ
の
技
術
、
一
つ
の
製
品
で
、

市
場
シ
ェ
ア
が
大
き
く
動
く
こ
と
も
あ

る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
、
本
市
の
経
済

が
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
新

た
な
産
業
の
創
出
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
産
業
構
造
を
目
指
す
こ
と
が
重
要

と
捉
え
て
い
る
。

水
道
料
金
の
見
直
し
（
値

下
げ
）
の
検
討
に
つ
い
て

質　

問

　

令
和
3
年
第
1
回
定
例
会
に
お
け
る

令
和
会
の
水
道
料
金
の
質
問
に
対
し
て
、

施
設
等
の
更
新
費
用
な
ど
を
含
め
た
財

政
予
測
や
水
需
要
予
測
も
考
慮
し
、
適

正
な
料
金
の
在
り
方
を
検
討
す
る
と
答

弁
さ
れ
て
い
る
。
検
討
結
果
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

管
路
更
新
、
耐
震
化
、
施
設
更
新
事

業
を
見
直
し
、
水
需
要
等
の
見
込
み
を

踏
ま
え
て
検
証
を
行
い
、
基
本
料
金
を

概
ね
1
割
程
度
値
下
げ
し
て
も
健
全
な

経
営
を
維
持
で
き
る
と
判
断
し
た
。

　

議
会
で
議
決
を
い
た
だ
い
た
後
に
、

令
和
4
年
4
月
か
ら
新
料
金
に
改
定
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

広
島
県
水
道
企
業
団
設
立

に
向
け
た
検
討
に
つ
い
て

質　

問

　

広
島
県
水
道
企
業
団
設
立
に
向
け
た

検
討
は
、
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

弁
／
中
村
水
道
局
長

　

構
成
団
体
の
事
業
別
に
水
道
料
金
を

維
持
し
、
概
ね
5
年
ご
と
に
料
金
を
見

直
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
施
設
の
統
廃

合
に
よ
り
、
40
年
間
で
186
億
円
の
コ
ス

ト
削
減
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

福
富
広
域
浄
水
場
の
新
設
、
太
田
川
・

沼
田
川
水
系
を
結
ぶ
緊
急
時
連
絡
管
の

整
備
、
基
幹
管
路
の
更
新
・
耐
震
化
等
、

こ
れ
ら
を
含
ん
だ
事
業
計
画
の
骨
子
を

作
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
4
年

7
月
頃
ま
で
に
計
画
の
最
終
案
を
ま
と

め
る
予
定
で
あ
る
。

一 般 質 問

田
た さ か

坂　武
たけふみ

文
（令和会）

質問した項目
■広島県における水道事業の統
合について

■公共施設の適正管理について

一般質問の
動画はコチラ

中
なかがわ

川　修
おさむ

（市民クラブ）

質問した項目
■やさしい未来都市・東広島～
スマートシティ構想～につい
て

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※Ｔｏｗｎ&Ｇｏｗｎ　　  欧米の大学立地都市を参考に、タウン（街）とガウン（学生や教授たち）とが一体となったまちづくりを目
指すため、広島大学と東広島市が連携を図りながら、持続可能で魅力的なまちづくりを進める取組み。

　カーボンニュートラル　　  ８ページをご参照ください。
　スマートシティ　　12ページをご参照ください。

※ウェルビーイング　　肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされた状態にあること。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

に
つ
い
て

質　

問

　

多
種
多
様
な
犯
罪
が
起
き
て
い
る
昨

今
だ
が
、
本
県
に
お
い
て
も
犯
罪
被
害

者
等
支
援
の
地
域
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
。
県
内
の
10
市
町
が
条
例
ま
た
は
要

綱
を
制
定
し
、
広
島
県
や
広
島
市
は
、

令
和
4
年
4
月
の
施
行
に
向
け
て
素
案

を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
中
で
あ
る
。
被
害
者
と
そ
の
家
族

を
含
む
犯
罪
被
害
者
等
は
、
被
害
直
後

か
ら
医
療
・
福
祉
・
住
宅
・
雇
用
な
ど

生
活
全
般
の
回
復
の
た
め
に
、
長
期
に

わ
た
り
様
々
な
支
援
が
必
要
に
な
る
た

め
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
で
は
、
地

方
公
共
団
体
に
対
し
、
犯
罪
被
害
者
等

の
支
援
に
関
し
て
国
と
の
適
切
な
役
割

分
担
を
踏
ま
え
て
地
域
の
状
況
に
応
じ

た
施
策
の
策
定
と
実
施
す
べ
き
責
務
を

負
わ
せ
て
い
る
。

　

本
市
の
被
害
者
支
援
の
考
え
方
、
条

例
制
定
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

弓
場
生
活
環
境
部
長

　

犯
罪
被
害
者
等
の
様
々
な
負
担
を
早

期
に
軽
減
し
、
平
穏
な
生
活
を
営
む
た

め
に
必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
広
島
県
の
条

例
制
定
後
の
運
用
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

広
島
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
本
市
の
課
題
や
制
度
の
不
足

を
分
析
し
、
県
条
例
を
補
完
す
る
形
で

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。
や
さ
し
い
未

来
都
市
、
※
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実

現
の
た
め
、
本
市
は
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
く
が
、
地
域
社
会
の
協
力
な
く

し
て
実
施
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

大
学
と
の
連
携
強
化
に
つ

い
て

質　

問

　

次
世
代
学
園
都
市
構
想
に
お
け
る
民

間
企
業
の
役
割
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

次
世
代
の
学
園
都
市
づ
く
り
は
、
市

と
大
学
だ
け
で
実
現
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
※
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
＆
Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ
の
取

組
み
及
び
そ
れ
を
評
価
し
た
企
業
等
と

共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
活
動
す
る
こ

と
で
、
地
域
住
民
と
の
相
互
理
解
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
民
間
企
業

が
持
つ
技
術
や
経
験
を
最
大
限
活
用
し
、

先
端
的
技
術
を
活
用
し
た
※
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
※
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
、
取
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

防
災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

安
芸
津
町
の
前ま
え
み
ず
よ
け

水
除
川が
わ
は
、
近
年
、

大
雨
の
た
び
に
越
水
し
て
い
る
。
国
道

185
号
バ
イ
パ
ス
工
事
も
予
定
さ
れ
て
お

り
早
急
な
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答　

弁
／
中
谷
建
設
部
長

　

こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
近
年
の
豪

雨
と
満
潮
の
時
間
が
重
な
り
、
内
水
排

除
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
、
浸
水
被

害
発
生
の
要
因
の
一
つ
と
推
測
す
る
。

　

ま
た
、
国
道
185
号
バ
イ
パ
ス
工
事
か

ら
の
降
雨
流
入
に
よ
る
影
響
や
、
そ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
と
具
体

的
に
協
議
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

現
状
分
析
と
取
り
得
る
対
策
の
総
合

的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

一 般 質 問

岩
いわさき

崎　和
かずひと

仁
（創生会）

質問した項目
■「やさしい未来都市　東広島」
について

一般質問の
動画はコチラ

片
かたやま

山　貴
た か し

志
（創生会）

質問した項目
■犯罪被害者等支援条例につい
て

一般質問の
動画はコチラ
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東広島市議会活動レポート

所管事務調査（文教厚生委員会）
　「発達障害への支援について」をテーマに調
査・研究を行っています。
　発達障害への、より実効性のある支援の実現
可能性や課題解決に向けた方向性を調査するこ
とを目的とし、これまでに委員間討議や広島県
発達障害者支援センターから講師を招いての研
修会を実施しました。今後、執行部からの聴き
取りや他市の取組事例の収集等により、調査・
研究を進めていく予定です。

所管事務調査（建設委員会）
　「※流域治水について」をテーマに、所管事務
調査を行っています。
　本市では、平成30年７月豪雨、令和３年７月・
８月の大雨で、市内各所が浸水被害を受け、河
川等の被災・増破も複数報告されていることか
ら、国が推進する「流域治水」に対する理解を
深め、本市の浸水対策の今後の方向性について、
課題を検証していく予定です。

所管事務調査（市民経済委員会）
　「東広島流通センター株式会社について」を
テーマに調査・研究を行っています。
　これまでに、流通センターの現地視察や執行
部からの聴き取り、委員間討議を実施し、流通
センターに係る設立経緯、本市が担う役割、現
状等について調査してきました。現地視察では、
施設やせり等の現場の業務について見学しまし
た。今後、視察等を通じ、他市の事例について
調査・研究等を進めていく予定です。

※Town＆Gown構想　　13ページをご参照ください。
　流域治水　　  河川管理者が主体となって行う治水対策に加え、氾濫域も含めて一つの流域として

捉え、その河川流域全体のあらゆる関係者が協働し、流域全体で水害を軽減させる
治水対策のこと。

所管事務調査（総務委員会）
　「※Town & Gown構想について」をテーマに
調査・研究を行っています。
　本構想の取組み状況や今後の展望を把握し、
本市が担う役割における課題を検証するために、
これまでに執行部から聴き取りを行い、委員間
での協議を行ってきました。今後、視察等を通
じ、他市の先進的な取組みの調査・研究等を進
めていく予定です。

広島大学と東広島市の「Town&Gown Office」のロゴ

所管事務調査とは
　常任委員会の役割について地方自治法には「その部門に属する市の事務に関する調査を行い、議案、請願等を審査す
る」と規定されており、所管事務調査とは、委員会が地方自治法の調査権限に基づき、所管する事務について自主的に
行う調査です。
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親子記者に参加して
 道

みちかみ
上　香

かれん
蓮（西条町）

米作りは赤字
 松

まつばら
原　昭

まさゆき
行（高屋町）

　私は西条小学校の４年生です。夏休みに広

島と長崎の原爆について取材して記事にする

親子記者に選ばれました。

　調べる中で日本は被害者である反面、加害

者でもあった過去を知りショックでした。戦

争を知れば知るほど分からない事が増えて

いって気持ちがまとまらなくなりました。

　取材の中で特に印象に残った言葉は「声を

上げ続けなければ平和は保てない。」です。被

爆者や伝承者の方々が辛い体験を語り続けて

くれたから、私は学校に行けるし、食べるの

にも困らない生活ができている事を忘れては

いけないと思いました。そして歴史を正しく

知る事が平和への一歩だと知りました。

　これからも平和を学び友達にも教えてあげ

たいと思いました。

　先祖の田圃を守るため、自己管理で米作り

（コシヒカリ）をしています。今年は台風・大

雨の被害で稲刈りは四苦八苦。それにコンバ

インの故障、二等米の買い取り価格は昨年よ

り600円安い30㎏ 5,650円で、昭和48年に

等しい米価です。消費税率引き上げ等で苗代・

肥料代その他経費は年々増えているのにこの

米価では間尺に合いません。米作りの赤字は

年金でカバーしていますが、その年金はマク

ロ経済スライドで削減され、いつまでカバー

できるか？

　近年、田圃の荒廃・太陽光パネルの設置が

目につき、昭和の美しい田園の姿が消えてい

くのはさみしいです。米価の下落は、生産者

としては悲しいです。農民の苦しみを救う農

業政策を政府に求めます。

令和4年第1回定例会の日程

東広島市議会

2月
日 月 火 水 木 金 土

3月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

本会議
（初日）

常任委員会（議案審査）

20 21 22 23 24 25 26

常任委員会
（議案審査）

予算特別委員会 予算特別委員会 常任委員会
（議案審査）

27 28

常任委員会
（議案審査）

１ ２ ３ ４ ５

本会議
（議案審議）

本会議（代表・一般質問）

６ ７ ８ ９ 10 11 12

予算特別委員会

13 14 15 16 17 18 19

予算特別委員会

20 21 22 23 24 25 26

本会議
（議案審議）

予備日

27 28 29 30 31

耳マーク

■傍聴を希望される方へのお願い（新型コロナウイルス感染症への対応について）
　東広島市議会では、新型コロナウイルス感染症の予防及び感染拡大防止のため、本会議及び委員会等の傍聴につ
いては、当面の間、自粛をお願いしています。今後、対応について変更があればホームページでお知らせします。
　傍聴を希望される場合は、発熱や咳などの症状がないことを確認した上で、手洗い、手指消毒剤で消毒、マスク
の着用、咳エチケットなどを徹底いただきますとともに、他の傍聴者との間隔を空けて座っていただきますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。なお、会議の開始時間は原則午前10時です。
■委員会等の中継映像
　本会議の様子は、KAMONケーブルテレビで生中継し、インターネット（YouTube）でも生配信して
います。また、常任委員会や全員協議会等の様子も、インターネット（YouTube）で生配信しています。
市議会ホームページからアクセスできますので、ご利用ください。
　ご不明な点は議会事務局（082）420‒0966へお問い合わせください。
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■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。

雲海が広がる朝（志和町）

茅
かやぶき

葺のあるまち
　志和町は茅葺が残っている地域です。茅葺は伝統的なだけでなく、地球
環境にも優しい素材です。東広島市には他にも茅葺が残っている地域がた
くさんあり、広島大学、近畿大学においても茅葺の保存・継承に積極的に
取り組まれています。葺き替えの職人さんも、「東広島市で茅葺が盛り上
がると嬉しいです。」と語っておられました。

ク
リ
ー
ン
な
社
会
の
ス
タ
ー
ト

　

国
は
脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
2050

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
宣

言
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
第
2

次
東
広
島
市
環
境
基
本
計
画
を
策

定
中
で
あ
り
、
そ
の
中
で
市
の
将

来
像
を
示
し
、
新
た
な
施
策
に
取

り
組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
議
会

で
も
環
境
へ
の
関
心
は
高
く
、
複

数
の
議
員
が
環
境
施
策
の
方
向
性

に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
っ
て
い

ま
す
。
既
に
稼
働
を
始
め
た
新
た

な
ご
み
処
理
施
設
「
広
島
中
央
エ

コ
パ
ー
ク
」
で
は
最
終
処
分
量
ゼ

ロ
が
実
現
さ
れ
、
処
理
熱
を
利
用

し
発
電
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
将

来
に
負
担
を
か
け
な
い
ク
リ
ー
ン

な
社
会
が
今
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
委
員

 

重
光　

秋
治


